
2024年度 日本比較文化学会東北支部研究大会 プログラム 
 

 

 

● 日時：2024年 9月 13日（金）   

● 場所：戦災復興記念館 4 階・第 3 会議室 (〒980-0804 宮城県仙台市青葉区大町 2 丁目 12−1) 

<タクシーでおいでの方> 

仙台駅西口から約５分。 

<地下鉄でおいでの方> 

仙台駅から東西線八木山動物公園行き、大町西公園駅で下車。東１番出口から徒歩６分。 

<バスでおいでの方> 

仙台市営バス、仙台駅西口バスプール乗り場から、東北公済病院・戦災復興記念館前で下車し、 

徒歩 5分。10番のりば 茂庭台、折立/西花苑行（西道路経由）・15-1番のりば 全路線・15-2番のりば 全 

路線 

 

● オンライン参加の方には 3月 12日（木）18:00までに参加 URLを送付いたします。 

 

 

(1) 開会のあいさつ  (14:00 ~ )  

日本比較文化学会東北支部 支部長   髙橋栄作（高崎経済大学教授） 

 

(2) 研究発表 (14:10 ~ 16:50) 

司会： 佐藤和博（元弘前学院大学教授） 

1.  河内健志（前橋工科大学講師）・斎藤隆枝 （帝京大学講師）         (14:10~14:35) 

日本語力と英語力の相関について－予備調査より－ 

 

 2. 髙橋栄作（高崎経済大学教授）                (14:35~15:00) 

  AI補助の英語会話とメタバース内での英語講師とのロールプレイ 

 

 

司会： 熊谷摩耶（東北福祉大学准教授） 

3. 魯 静涵（山口大学大学院生）          オンライン発表 (15:00~15:25) 

『華音啓蒙諺解』の漢語音における濃音表記ㅺ sg−、ㅆ ss−の考察 
 

 

― 休憩 (15:25 ~ 15:35) ― 

 

 

司会： 熊谷摩耶（東北福祉大学准教授） 

 4. 石井智子（鶴岡工業高等専門学校助教）            (15:35~16:00) 

新渡戸稲造夫妻創設にかかる遠友夜学校をめぐる一論争について 



司会： 伊藤豊（山形大学教授） 

 5. 山本博一（跡見学園女子大学教授）              (16:00~16:25) 

 身体表現についての一考察（2） −遠隔操作ロボットの操作者となる障害者人口− 

 

6. 野口周一（郡山女子大学教授）               (16:25~16:50) 

福島県立修錬農場初代教務主任大河平聖雄の教育理念とその相剋   

     

 

(3) 閉会のあいさつ (16:50~) 

 

 

 

 

<懇親会> 

時間：18:00より 

会場：全席個室 楽蔵‐RAKUZO‐ 仙台青葉通り店 

電話番号： 022-212-5477 

所在地： 宮城県仙台市青葉区中央３－１－２０ HTT 仙台駅前ビル 受付２階 

※1 階 BIGECHO 

 

 

 

 

 


